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通常、真空作業終了

後、ふたが自動的に

開きます。

液晶が□□の表示のまま

放置すると危険！

絶対ダメ！

真空が終わっても、ふたが自動的に開かないと、

上の写真のように、□□のマークがついた状態に

なります。この状態のまま放置すると、電磁弁の

コイルが壊れ、永久に真空ポンプが回りだすとい

う症状になってしまい、重症になります。

そうなる前に、お手数ですが、以下の通り、対処

をお願いします。

機械本体の後ろのパネルのプラスねじ4つを取ると、

パネルが外れます。両サイドのスプリングダンパー

（黒い筒状の部品）に注目してください。上の写真で

は右側のダンパーが外れてしまっているのがわかりま

す。

スプリングダンパー 外れてしまっている。

黒い筒の部分を手に取り、銀色の金具にくるくる回し

て結合させてください。（最後までしっかりと）

この金具と結合

させる

できれば最後に工具（ウォーターポンププライヤー等）

でしっかりと締め付けることができれば尚、安心です。

パカッ

回す

回す

ごく稀ですが、ふたが

開かなくなってしまう

症状が報告されたので、

対処法をご案内いたします。

わからないことなどございましたら、お電話にて

ご相談ください。

03-6658-5655
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